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   はじめに、キーワードの確認 

①クリティカル・シンキング → 「なぜ」を問う 
 

②対話力→ 正解は一つではない！ 
 

③マクロとミクロ→ 全体の中の「私たち」 
 

④連携と協働→ 「オールジャパン」の必要性 
 

⑤日本人側の意識改革→ 「ともに」を大切に！ 
 

⑥発信→ 多様な手法を有機的に！ 



      今日の研修 
研修時：受け身ではなく、積極的に発信し、 

      仲間と話し合って、考えて深める。 
 

研修後：自分で考え、調べてみる。 

 
 

日本語教室での活動も同様！！！ 
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    ちょっと参考に・・・ 

    ・聞いたことは、     １０％ 

  ・見たことは、       １５％ 

  ・聞いて見たときは、  ２０％ 

  ・話し合ったときは、   ４０％ 

  ・体験したときは、     ８０％ 

  ・教えたときは、      ９０％ 

吉田新一郎『効果10倍の＜教える＞技術』p.27 



    
  

日本語教育の 

  これまでの「道のり」を 

   振り返りながら、 

    「現状」を見つめなおす。 
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①留学生数の変化は、なぜ起こったのか？ 

 

②日本語学校って何？ 

   なぜ変化が激しいのか？ 

 

③日本社会で、日本語を学んでいる人の数は？ 

   増減はなぜ？ 

   どういう「対応」がなされているのか？ 

 グラフで見る日本語教育の変遷 
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  ①留学生数の推移を見ると・・・ 
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  各年5月1日現在     留学生数 

昭和５９年 （１９８４）     １０，４２８人 

平成元年  （１９８９）     ３１，２５１人    

平成6年    （１９９４）     ５２，４０５人 

平成10年  （１９９８）     ５１，０４７人 

平成15年  （２００３）    １０９，５０８人 

平成２１年  （２００９）    １３２，７２０人 

平成22年  （２０１０）    １４１，７７４人 

平成２３年  （２０１１）    １３８，０７５人 
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     平成２３年の内訳 

 中国    87,533人(1,360人(1.6％)増) 
 

 韓国    17,640人(▲2,562人(▲12.7％)減) 

   

 台湾     4,571人(▲726人(▲13.7％)減) 
 

 ベトナム   4,033人(436人(12.1％)増) 
 

 マレーシア  2,417人(▲48人(1.9％)減 
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  各年７月1日現在     留学生数 

平成３年  （１９９１）     ３５，５７６人 

平成８年   （１９９６）     １１，２２４人    

平成１１年  （１９９９）     ２１，７８５人 

平成1５年  （２００３）     ４２，７２９人 

平成1７年  （２００５）     ２５，８６０人 

平成２２年  （２０１０）     ４３，６６９人 

平成2３年  （２０１１）     ３３，２３９人 

平成２４年  （２０１２）     ２９，２３５人 

②日本語学校の推移を見ると・・・ 

日本語教育振興協会http://www.nisshinkyo.org/ 
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    平成１５年     平成１７年    平成２４年 

中国 ３１，６６９ 中国 １１，９８６ 中国 １８，０９３ 

韓国  ７，０２３ 韓国  ７，５１２ 韓国  ２，６９５ 

台湾  １，０６４ 台湾  １，２９５ ベトナム  ２，０３９ 

タイ    ３５４ ベトナム  １，００４ 台湾  １，４２５ 

スリランカ    ３５４ スリランカ    ８９０ ネパール  １，３７１ 

ベトナム    ２９８ ネパール    ６６３ タイ    ４６０ 

バングラデ
シュ 

   ２６８ タイ    ５６７ ミャンマー    ４４４ 

モンゴル    ２４８ バングラデ
シュ 

   ３５１ インドネシ
ア 

   ２８４ 

マレーシア    ２１２ インドネシア    ２５５ モンゴル    ２６６ 

ネパール 
ミャンマー 

   １６４ ミャンマー    １９７ スウェーデ
ン 

   ２１２ 

その他    ９１１ その他  １，１４０ その他  １，９６６ 

計 ４２，７２９ 計 ２５．８６０ 計 ２９，２３５ 
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 Ｈ１４  Ｈ２１  Ｈ２３  Ｈ２４ 

大学等機関  ３６，８９５  ５５，６２１  ４０，７９９  ４４，１０４ 

地方公共団体・
教育委員会 

  ７，９１６  １８，３７７  １４，６４９  １５，４０５ 

国際交流協会  １４，２４９  ２０，４０２  １１，８６６  １７，４７６ 

上記以外  ６７，２９０  ７６，４５８  ６０，８４９  ６２，６２８ 

合計 １２６，３５０ １７０，８５８ １２８，１６１ １３９，６１３ 

③全体の日本語学習者数の 

    変化を見ると・・・（文化庁） 

http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/jittaichousa/h24/gaiyou.html 
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 平成２４年７月９日から施行された新しい在留
管理制度の対象となる中長期在留者の数は，平
成２４年末現在， 

    １６５万６，５１４人 
 

 同年末の特別永住者数は， 

     ３８万１，６４５人 
 

 中長期在留者と特別永住者を合わせた在留外国
人数は， 

     ２０３万８，１５９人（  ％） 

http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri04_00030.html 

   中長期在留者の数は？ 

http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri04_00030.html
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     東京都    ３９３，９７４人 

    大阪府    ２０３，４６５人 

  愛知県   １９７，１４９人 

  神奈川県  １６２，３２５人 

  埼玉県   １１７，９８９人 

総数：2,038,159人（２４年末） 

品川区は？ 
自分の住んでいる町は？ 



15 



  変化の根底にあるものは？ 
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◆外的要因は？ 
 
◆内的要因は？ 
 
  ⇒ どう絡み合って、 
      どんな形で、 
        どう変化しているのか？ 



◆国の対応の遅れ 
 

◆ボランティア活動の始まり 
 

◆ＮＰＯ、日本語教育機関、ボランティア教室誕生 
 

◆各自治体もそれぞれの取り組み 

    ⇒自治体間の連携 
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  どう対応してきたのか？ 

しかし、～～～ 
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   さまざまな日本語教育・支援 

◆留学生のための日本語教育 

◆ビジネスパーソンのための日本語教育 

◆研修生のための日本語教育 

◆生活者のための日本語教育 

◆難民支援のための日本語教育 

◆中国帰国者のための日本語教育 

◆介護看護のための日本語教育 

◆子どものための日本語教育 

       ・・・・・・・・・ 



◆日本語学校（日本語教育機関）の学生は・・・ 

◆大学の留学生は・・・ 

◆研修生は・・・ 

◆小学生などは・・・ 

◆「生活者としての外国人」は・・・・ 

◆中国帰国者は・・・ 

◆ＥＰＡの看護・介護候補生は・・・ 

    ・・・・・・ ⇒ 
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縦割り行政／連携の薄い取り組み 

そこで新たな取り組みが～～～ 
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日本語教育の 

    今後をどう考え、 

       どう行動していけば 

           いいのか？         



オールジャパンで取り組む必要性 
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キーワード： 
  ・発信する  ・伝え合う 
  ・つながる  ・ともに創る 
  
 

★日本語教育振興法 ★コーディネーター 
★言語学習権（日本語・母語） 
★学校・行政・地域・企業などをつなぐ日本語教育・・・・・・ 

共創型対話の重要性 



午後の発表とパネルディスカッション 

◆髙栁なな枝さん 

    さいたま市日本語指導員 

    地球っ子クラブ 2000代表 
 

◆林 光洋さん 

    駒ヶ根市役所総務部企画課企画調整係主査 
 

◆安場 淳さん 

    中国帰国者定着促進センター教務部教務第一係長 
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   』 
    

 『多文化共生の視点から見た 

     “日本語を学ぶ”ということ 
Ⅰ 日本語学校から日本を見る 

 ・日本語学校は単なる語学学校？ ・触れ合い重視の日本語教育 

 ・正確さ・流暢さ ＋ 適切さ         ・留学生は「未来からの大使」 
 

Ⅱ 地域社会から日本を考える 

  ・定住外国人配偶者の悲しみ       ・日系ブラジル人と日本語 
 

Ⅲ 共生のための日本語学習 

  ・３０年後の日本社会は？      ・「留学生３０万人計画」再考 

 ・「多様な日本語」をめざして 

 
23 『国際人流』入管協会 ２００９年９月号 
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２１世紀の日本語教育は対話重視」    

  

『月刊日本語』アルク、２０１１年１１月・１２月号 

対話＝異なる価値観を持つ人同士 
     がやり取りをする中で、聞き 
     手と話し手双方が、他者理 
        解と自己理解を図り、新たな 
        価値観を創り出す 

◆自分のこと／自分の考えを伝える力 
    伝え合う・語り合う日本語力を身につける 

大切なこと：人とつながる力を養うこと 


